
日々聞かれる子どもたちの「あった！」とい

う言葉から“はっけん”というテーマに設定し

ました。 

ブロックを長く繋げてみよう 

テーブルの上ではどうかな 

振り返り 

「長く繋げられるかな？」の声を掛けると、次々にブロックを

繋げる子どもたち。長く繋げたブロックをマイクに見立て、ス

テージ遊びが始まりました。 

普段は床で走らせていた電車。テーブルを用意すると

1周、また 1周、、、気づくと他のお友だちも一緒に遊

んでいました。 

出来たこと、出来なかったこと、好き嫌いについ

てそれぞれの発見を共有し合い、その情報を基に

関り方や活動に反映させました。子どもたちの興

味や関心に合わせて遊びの幅を広げることで、子

どもたち自身が「またやりたい」という仕事や言葉

で意欲を示し、その結果主体的に行動に移す力を

育めたと思います。 

テーマ 

 

発見 

 

 

この電車遊びから、普段

の並ぶにも繋がりまし

た。 

」 


